
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組  ～ Ｃ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：
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３、視野を広げる
【知技】
・言葉や漢字の意味を理解できる。
・授業プリントへ正しく記入できる。
・接続語や段落を理解できる。
【思判表】
・本文の内容を理解できる。
・筆者の主張を理解し、自己の考えを持
つことができる。
【主】
・他者と自己の意見を比較して深く考え
ることができる。
・自己の思いや考えを広げたり深めたり
できる。
※【思判表　読む】
・文章や図表などに含まれている情報を
相互に関係づけながら理解することがで
きる。
・読み取った文章や図表を整理する。

・教科書「新編現代の国語」東
京書籍
　『無彩の色』港千尋Ｐ78
・一人１台端末の活用
・授業プリント使用

・『グラフや写真の読み取り
方』Ｐ63

〇 〇 〇
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態

○
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【知技】
・言葉や漢字の意味を理解している。
・授業プリントへ正しく記入している。
・接続語や段落を理解している。
【思判表】
・本文の内容を理解している。

・筆者の主張を理解し自己の考えを持とうとし
ている。
【主】
・他者意見と自己意見を比較して深く考えてい
る。
・自己の思いや考えを広げたり深めたりしてい
る。
※【思判表　書く】
・テーマに沿って情報を集め、内容を検討して
いる。
・自分の意見をまとめ、意見文を書いている。

○

○ ○ 12

○

１、自己を見つめる
【知技】
・言葉や漢字の意味を理解できる。
・授業プリントへ正しく記入できる。
・接続語や段落を理解できる。
【思判表】
・本文の内容を理解できる。
・筆者の主張を理解し、自己の考えを持
つことができる。
【主】
・他者と自己の意見を比較して深く考え
ることができる。
・自己の思いや考えを広げたり深めたり
できる。
※【思判表　話す・聞く】
・自分の考えが的確に伝わるよう立場を
明確にして発表できる。

・教科書「新編現代の国語」東
京書籍
　『こそそめスープ』村田沙耶
香Ｐ６
・一人１台端末の活用
・授業プリント使用

・『気になるニュースについて
話そう。』Ｐ18

○

定期考査（期末）

【知技】
・言葉や漢字の意味を理解している。
・授業プリントへ正しく記入している。
・接続語や段落を理解している。
【思判表】
・本文の内容を理解している。

・筆者の主張を理解し自己の考えを持とうとし
ている。
【主】
・他者意見と自己意見を比較して深く考えてい
る。
・自己の思いや考えを広げたり深めたりしてい
る。
※【思判表　話す・聞く】
・自分の考えが的確に伝わるよう立場を明確に
して、発表している。

○

１
学
期

２、他者と出会う
【知技】
・言葉や漢字の意味を理解できる。
・授業プリントへ正しく記入できる。
・接続語や段落を理解できる。
【思判表】
・本文の内容を理解できる。
・筆者の主張を理解し、自己の考えを持
つことができる。
【主】
・他者と自己の意見を比較して深く考え
ることができる。
・自己の思いや考えを広げたり深めたり
できる。
※【思判表　書く】
・テーマに沿って情報を集め、内容を検
討する。
・自分の意見をまとめ、意見文を書く。

○

【思考力、判断力、表現力等】実社会における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、国語を尊重する態度を養う。

10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・実社会において必要な語句の量を増やし、用法・表記
の仕方を理解する。
・情報と情報の関係を理解し情報の妥当性や信頼性につ
いて理解を深める。
・読書の意義と効用について理解を深める。

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に着ける。

領域
評価規準

現代の国語国語

〇

【知技】
・言葉や漢字の意味を理解している。
・授業プリントへ記入している。
・接続語や段落を理解している。
【思判表】
・本文の内容を理解している。
・筆者の主張を理解し、自己の考えを持とう
としている。
【主】
・他者意見と自己意見を比較して深く考えて
いる。
・自己の思いや考えを広げたり深めたりして
いる。

※【思判表　読む】
・文章や図表などに含まれている情報を相互
に関係づけながら理解している。
・読み取った文章や図表を整理している。

・自分の立場や考えを明確にし、自分の考えが的確に伝
わるよう発表できる。
・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう表現を工夫して
書くことができる。
・文章の内容や構成、論理の展開を的確にとらえ要点を
把握することができる。

・教科書「新編現代の国語」東
京書籍
　『未来をつくる想像力』石田
英敬Ｐ24
・一人１台端末の活用
・授業プリント使用

・『集めた情報の内容を検討し
て意見文を書こう』Ｐ44

〇 〇

・教科書「新編現代の国語」東
京書籍
　『鍋洗いの日々』村上信夫Ｐ
94
・一人１台端末の活用
・授業プリント使用

・『憧れの職業について調べ、
整理してまとめよう』Ｐ116

【知技】
・言葉や漢字の意味を理解している。
・授業プリントへ正しく記入をしている。
・接続語や段落を理解している。
【思判表】
・本文の内容を理解している。
・筆者の主張を理解し、自己の考えを持とう
としている。

【主】
・他者と自己の意見を比較し深く考えてい
る。
・自己の思いや考えを広げたり深めたりして
いる。
※【思判表　書く】
・テーマに沿って情報を集め、内容を検討し
ている。
・情報から選択肢をしぼっている。
・自分の意見をまとめ構成を工夫して書いて
いる。

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉が持つ価値認識を深め、読書に親しみ自己を向
上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態
度を養う。

現代の国語

国語 現代の国語 2

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

東京書籍『新編 現代の国語(現国701)』

国語

〇 〇 〇 12

〇

〇 〇

（Ｂ組：吉田智美　）（Ｃ組：吉田智美　）（A組：吉田智美　）

1

国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成する。

12

定期考査（期末）

４、社会と関わる
【知技】
・言葉や漢字の意味を理解できる。
・授業プリントへ正しく記入できる。
・接続語や段落を理解できる。
【思判表】
・本文の内容を理解できる。
・筆者の主張を理解し、自己の考えを持
つことができる。
【主】
・他者と自己の意見を比較して深く考え
ることができる。
・自己の思いや考えを広げたり深めたり
できる。
※【思判表　書く】
・テーマに沿って情報を集め、内容を検
討する。
・情報から選択肢をしぼる。
・自分の意見をまとめ構成を工夫して書
く。

〇 〇



〇 〇

62

〇 〇

【知技】
・言葉や漢字の意味を理解している。
・授業プリントへ正しく記入している。
・接続語や段落を理解している。
【思判表】
・本文の内容を理解している。
・筆者の主張を理解し、自己の考えを持とう
としている。
【主】
・他者と自己の意見を比較して深く考えてい
る。
・自己の思いや考えを広げたり深めたりして
いる。

※【思判表　書く】
・様々な発表の型式を学んでいる。
・スピーチの準備をしている。
・ビブリオバトルの形式を学び発表してい
る。

定期考査（期末） 〇 〇

〇３
学
期

13

５、未来に目を向ける
【知技】
・言葉や漢字の意味を理解できる。
・授業プリントへ正しく記入できる。
・接続語や段落を理解できる。
【思判表】
・本文の内容を理解できる。
・筆者の主張を理解し、自己の考えを持
つことができる。
【主】
・他者と自己の意見を比較して深く考え
ることができる。
・自己の思いや考えを広げたり深めたり
できる。
※【思判表　話す・聞く】
・様々な発表の形式を学ぶ。
・スピーチの準備をする。
・ビブリオバトルの形式で発表する。

・教科書「新編現代の国語」東
京書籍
　『真の自立とは』鷲田清一Ｐ
179
・一人１台端末の活用
・授業プリント使用

・『資料を活用して発表しよ
う』Ｐ188

1

合計


